
令和３年度エネルギー使⽤実績（４〜６⽉）
１．エネルギー削減⽬標について

削減⽬標シミュレーション 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

①年間エネルギー消費量[kl] 7,254 7,186 7,343 7,599 7,841

②延床⾯積[㎡] 128,509 128,509 137,382 138,445 144,885 

①÷②エネルギー消費原単位[kl／㎡] 0.0564 0.0559 0.0534 0.0548 0.0541

前年度⽐(%) - -0.89 -4.47 2.62 -1.40 
年平均の削減(%) - -1.0 

省エネ法上では、
中⻑期的（５年間）にみて年平均１％以上のエネルギー消費原単位の削減が⽬標

本学の令和３年度においては、
医療機能強化棟(6,205㎡)、トリアージスペース(235㎡)の稼働も含めて
年間エネルギー消費量を令和２年度⽐で約＋3.2％以下にする必要がある。

約3.2％増



４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ １０⽉ １１⽉ １２⽉ １⽉ ２⽉ ３⽉

R2年度 546 543 629 677 783 681 568 559 658 715 613 613

R3年度 538 568 625 677 783 681 568 559 658 804 690 690
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２．令和３年度４〜６⽉のエネルギー消費の傾向

実績

※半⽥⼭会館、保育所、三ケ⽇艇庫(18kL程度)を除く

-1.5% +4.6%
-0.6%

電気 ガス Ａ重油

R2年度5⽉ 462 81 0

R3年度5⽉ 481 87 0
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5⽉のエネルギー種別の⽐較

R2年度5⽉ R3年度5⽉

+19(3.6%)

+6(1.0%)

消費電⼒量の前年度差
±10,000kWhの建物

消費電⼒量
前年度差
【kWh】

原油換算
前年度差
【kl】

要因

基礎臨床研究棟 +15,787 +4 Ｇ系統(フリーザー等)の電⼒量増加
管理棟・臨床講義棟・杏林堂ス
マイルテラス +11,103 +3 杏林堂スマイルテラス新築による電

⼒量増加
ＲＩ動物実験施設 +45,200 +12 ⼯事に伴う温⽔の現地製造による

ヒートポンプチラー等の電⼒量増加
外来棟 +21,429 +6 パッケージエアコンの負荷増(前年

度より平均湿度＋2.4％)
エネルギーセンター -19,780 -5 ＲＩ動物実験の温⽔現地製造に伴う

ヒートポンプチラー等の電⼒量減
上記以外の建物の計 +4,561 +1 

計 78,300 +21 

医療機能強化棟開院

前年度⽐±0％で想定 前年度⽐+12％で想定



３．省エネチェックシート回答結果



５．環境に関して数値的な努⼒⽬標を設定している法律・条令

エネルギー使⽤の合理化等に関する法律（省エネ法）

報告書の提出先︓経済産業省、⽂部科学省

数値的な努⼒⽬標
中⻑期的（５年間）にみて年平均１％以上のエネルギー消費原単位の削減

⽬標未達の場合︓罰則なし
⽂書による指導、現地調査などがある（詳細は次⾴）

静岡県地球温暖化防⽌条例

報告書の提出先︓静岡県

数値的な努⼒⽬標
⾃主的に⽬標値を設定 ⇒ ＣＯ２消費原単位で３年間で３％削減
※省エネ法の年平均１％に合わせている。（３年間は報告書の区切り）

⽬標未達の場合︓罰則なし（⽂書による指導などもなし）



（参考）省エネ法の⽬標が未達の場合

前年度の対前年度⽐は-
4.47％のため、「２年連
続」に該当しない

ＨＰでわかるのは
Ｓクラスかどうか

本学はＡクラスだと
思われる


